
平成16年度予算
　平成16年度一般会計予算　173億3,000万円

平成16年度人事異動（異動総数155名）
人権～共生の時代 �    
カメラリポート 
みんなの広場   
お 知 ら せ 
健康文化都市・南国 

　四月上旬、熊野神社の桜が見ご
ろを迎えました。
　一陣の春風に舞う花びらの中、
のんびりとした団らんの時を楽し
ませてくれます。
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ね
ー
ね
ー
カ
ヨ
ち
ゃ

　
ん
、
南
国
市
の
16
年
度

　
　
　
　
予
算
は
、
３
年
連
続
で

少
な
く
な
っ
て
る
と
聞
い
た
け
ど
、

ど
ん
な
状
況
な
の
？

　
　
　
　
　
そ
う
ね
、
確
か
に
16

　
年
度
の
予
算
は
、
収
入

　
　
　
　
の
状
況
が
大
変
厳
し
く

て
、
経
費
の
節
減
や
事
業
の
削
減
・

先
送
り
な
ど
を
し
て
、
15
年
度
よ

り
5.0
％
減
で
９
億
２
千
万
円
少
な

く
な
っ
て
い
る
み
た
い
ね
。

　
収
入
の
状
況
が
厳
し

い
の
は
ど
う
し
て
？

　
そ
れ
は
ね
、
景
気
の

低
迷
に
よ
っ
て
、
個
人
・

　
　
　
　
法
人
市
民
税
の
収
入
が

減
っ
た
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
国
の

三
位
一
体
改
革
の
影
響
が
大
き
く

て
、
地
方
交
付
税
等
が
大
幅
に
減

少
し
た
こ
と
な
ど
が
主
な
原
因
な

の
よ
。

　
そ
う
か
ぁ
、
こ
れ
ま

　
で
よ
り
も
っ
と
大
変
な

　
　
　
　
状
況
な
ん
だ
ね
。

で
も
ね
、
財
政
状
況

　
が
厳
し
い
中
で
も
、
市

　
　
　
　
民
と
行
政
が
協
働
し
て
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自
立
し
た
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
よ
。

　
　
自
立
し
た
新
し
い
ま

　
ち
づ
く
り
っ
て
、
ど
ん

　
な
こ
と
を
し
て
い
る
の

か
な
？

　
　
　
　
　
ち
ょ
っ
と
あ
げ
て
み

　
る
と
、
地
域
の
特
色
を

　
　
　
　
活
か
し
た
活
動
を
し
て

い
る
自
治
活
動
団
体
を
育
成
す
る

た
め
に
補
助
し
た
り
、
市
民
の
声

を
市
政
に
活
か
す
た
め
に
、
「
あ

っ
た
か
南
国
市
づ
く
り
に
つ
い
て

市
長
と
語
る
会
」
な
ど
も
し
て
い

る
の
よ
。

　
　
　
　
　
ふ
ー
ん
、
そ
う
な
ん

だ
。
と
こ
ろ
で
、
最
近

　
　
　
　
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る

南
海
地
震
に
つ
い
て
は
ど
ん
な
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
気

に
な
る
ん
だ
け
ど
。

　
確
か
に
地
震
の
こ
と

は
私
も
心
配
。
ま
ず
、

　
　
　
　
津
波
避
難
計
画
を
海
岸

線
か
ら
順
次
策
定
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
し
、
そ
れ
と
、
防
災
活

動
に
重
要
な
自
主
防
災
組
織
の
全

市
結
成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
よ
。
ほ
か
に
も
、
保
育
所
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や
小
・
中
学
校
の
耐
震
診
断
な
ど

を
行
お
う
と
し
て
い
る
の
よ
。

　
　
　
　
　
な
る
ほ
ど
ね
。

　
　
　
　
　
じ
ゃ
あ
、
16
年
度
に

　
　
　
　
行
う
予
定
の
主
な
新
し

　
　
　
　
い
事
業
を
あ
げ
て
み
よ

う
か
。

・
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

・
奈
路
消
防
屯
所
建
設
事
業

・
土
佐
希
望
の
家
病
棟
増
改
築
等

　
事
業
補
助
金

・
集
出
荷
場
統
合
を
図
る
野
菜
産

　
地
強
化
特
別
対
策
事
業
補
助
金

・
介
護
予
防
対
策
と
し
て
高
齢
者

　
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業

・
育
児
不
安
や
児
童
虐
待
等
の
問

　
題
解
決
に
相
談
支
援
員
を
設
置

　
し
積
極
的
に
対
処
し
て
い
く
育

　
児
支
援
家
庭
訪
問
事
業

・
先
進
的
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く

　
り
を
進
め
る
、
新
し
い
学
校
づ

　
く
り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
補
助

な
ど
が
あ
る
け
ど
、
そ
の
ほ
か
に

も
い
ろ
ん
な
事
業
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
上
の

南
国
市
総
合
計
画
に
添
っ
て
一
緒

に
見
て
い
こ
う
ね
。

　
予
算
の
こ
と
で
知
り
た
い
こ
と

や
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、
財
政
課

（
�
８
８
０
・
６
５
５
２
）
に
問

い
合
わ
せ
る
と
い
い
よ
。
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�
一
般
職
で
は
退
職
者
数
が
前
年
よ
り
増
加
し
た
こ
と
（
10
名
↓
15
名
）
、
保
育
士

　
で
は
十
市
保
育
所
の
民
営
化
に
伴
い
保
育
職
場
の
異
動
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
に

　
よ
り
、
異
動
規
模
は
昨
年
度
よ
り
や
や
増
と
な
り
ま
し
た
。

�
係
長
昇
格
４
名
中
２
名
に
女
子
職
員
を
登
用
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
に
向

係
長
昇
格
４
名
中
２
名
に
女
子
職
員
を
登
用
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
に
向

　
け
て
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
し
た
。

�
企
画
課
空
港
対
策
係
・
阿
佐
線
対
策
係
は
、
主
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
廃

企
画
課
空
港
対
策
係
・
阿
佐
線
対
策
係
は
、
主
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
廃

　
止
し
ま
し
た
。

�
組
織
の
簡
素
効
率
化
を
図
る
た
め
、
教
育
次
長
職
を
廃
止
し
ま
し
た
。

組
織
の
簡
素
効
率
化
を
図
る
た
め
、
教
育
次
長
職
を
廃
止
し
ま
し
た
。

�
南
海
大
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
、
総
務
課
に
危
機
管
理
対
策
監

南
海
大
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
、
総
務
課
に
危
機
管
理
対
策
監

　
（
兼
任
）
を
新
設
し
ま
し
た
。

異動総数異動総数 155155名名

一
　
般
　
　
　
　

61
名

技
師
等
　
　
　
　
　
８
名

保
育
士
　
　
　
　

33
名

調
理
師
（
保
育
所
）
８
名

調
理
師
　
　
　
　

６
名

（
学
校
・
幼
稚
園
）

消
防
士
　
　
　
　

37
名

保
健
師
　
　
　
　
　
１
名

幼
稚
園
（
教
諭
）
　
１
名

　平成16年４月１日より市税条例が改正され、
個人の市民税納期前の納付及び固定資産税納
期前の納付について、前納報奨金の交付限度
額が定められました。

�取扱税目
　・固定資産税・市県民税（普通徴収）
　・軽自動車税・国民健康保険税
　・介護保険料

�取扱金融機関
　・高知県信連・四国銀行・高知銀行
　・市内各農協・高知市農協・四国労働金庫
　・高知信用金庫・郵便局

　個人の市民税及び固定資産税納期前の納付
について、前納報奨金の算出方法は次のとお
りです。

□市県民税

□固定資産税

基本税額（２期の税額）×0.5％×18カ月
　　　　　限度額10万円 （合計月数）

基本税額（２期の税額）×0.5％×13カ月
　　　　　限度額10万円 （合計月数）

＊交付限度額は９千円です。

＊交付限度額は6,500円です。

　１期の納期内に全期分を納付した場合、前
納報奨金が交付されます。
＊１期の納期を過ぎて全期分を納付しても前
　納報奨金は交付されません。

※前納報奨金、市税・国保税の口座振替についての
　　お問い合わせは、税務課（�８８０－６５５４）まで
　介護保険料の口座振替についてのお問い合わせは、
　　保健課高齢者介護保険係（�８８０－６５５６）まで

市税・国保税・介護保険料の納付には
口座振替をご利用ください
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▼
総
務
課
長
＝
池
内
哲
男
（
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
長
）
▼
市
民
課
長
＝
中

山
泰
夫
（
議
会
事
務
局
長
）
▼
保
健
課

長
＝
山
崎
正
道
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
長
）
▼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
＝

和
田
義
許
（
企
画
課
長
補
佐
兼
係
長
）

▼
生
涯
学
習
課
長
＝
小
串
一
（
学
校
教

育
課
長
補
佐
兼
係
長
）
▼
議
会
事
務
局

長
＝
溝
渕
勉
（
保
健
課
長
）
▼
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
長
＝
石
井
守
（
生
涯

学
習
課
長
）
▼
監
査
委
員
事
務
局
長
＝

利
岡
正
志
（
じ
ん
け
ん
セ
ン
タ
ー
次
長

兼
係
長
）
▼
学
校
教
育
課
長
＝
森
岡
俊

介
（
県
教
委
）

◎
消
防

▼
消
防
本
部
消
防
長
兼
総
務
課
長
＝
西

岡
次
男
（
消
防
本
部
消
防
長
）
▼
消
防

本
部
消
防
次
長
兼
予
防
課
長
＝
大
谷
豊

克
（
消
防
本
部
次
長
兼
課
長
兼
署
長
）

▼
消
防
署
長
＝
田
岡
高
昭
（
消
防
署
副

署
長
）

 
    
 
 

       

▼
総
務
課
補
佐
兼
職
員
係
長
＝
高
木
茂

美
（
総
務
課
係
長
）
▼
総
務
課
対
策
監

（
危
機
管
理
担
当
）
兼
総
務
管
理
係
長

＝
門
田
秀
夫
（
企
画
課
係
長
）
▼
企
画

課
長
補
佐
兼
企
画
調
整
係
長
＝
西
川
公

典
（
商
工
水
産
課
係
長
）
▼
生
活
環
境

課
長
補
佐
兼
処
理
場
整
備
係
長
＝
井
口

善
喜
（
下
水
道
課
長
補
佐
兼
係
長
）

【
課
長
級
】

【
課
長
補
佐
級
】

▼
下
水
道
課
長
補
佐
兼
業
務
係
長
＝

佐
竹
茂
（
総
務
課
長
補
佐
兼
係
長
）

▼
都
市
計
画
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
係

長
＝
橋
本
保
（
都
市
計
画
課
係
長
）

▼
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
＝

島
内
暁
（
生
活
環
境
課
長
補
佐
兼
係
長
）

▼
学
校
教
育
課
対
策
監
（
学
校
教
育
担

当
）
＝
竹
内
信
人
（
学
校
教
育
課
対
策

監
兼
係
長
）

◎
保
育
所

▼
岡
豊
保
育
所
長
＝
山
崎
桃
代
（
久
礼

田
保
育
所
長
）
▼
久
礼
田
保
育
所
長
＝

森
本
幸
子
（
大
湊
保
育
所
長
）
▼
後
免

野
田
保
育
所
長
＝
島
崎
明
美
（
岡
豊
保

育
所
長
）
▼
大
湊
保
育
所
長
＝
土
居
長

子
（
十
市
保
育
所
長
）
▼
明
見
保
育
所

長
＝
山
下
美
佐
子
（
後
免
野
田
保
育
所

主
幹
） 

◎
消
防

▼
消
防
本
部
総
務
課
長
補
佐
兼
消
防
団

係
長
＝
岡
林
則
雄
（
消
防
署
係
長
兼
隊

長
）

（
上
段
よ
り
続
く
）

■とき／５月23日�　９：00～競技開始�
■ところ／ＪＡ南国市奈路出張所 東側の田

　「なんこくボランティアＤＡＹ」は、南国市に
おけるボランティアの発掘・育成、また活動の啓
発・推進を図ることを目的に開催します。
　当日は、各種ボランティア体験のほか、フリー
マーケット、飲食・即売コーナーなどのイベント
を行う予定です。多くの皆さんの参加をお待ちし
ています。

　すっかり恒例となった泥んこ球戯大会も今年で
10回目。水を張った田んぼで、バレーボールや相
撲など、泥だらけの熱戦が繰り広げられます。

■とき
　5月23日�　10：00～15：00（小雨決行）
■ところ／南国市役所駐車場
■内容
　①ボランティア体験
　　�手話、車いす体験、高齢者疑似体験など ※お問い合わせは、社会福祉協議会

　　　　　　　　　　（�８６３－４４４４）まで

②イベントコーナーイベントコーナー
�障害者スポーツ体験コーナー・マッサージ
　　コーナー・小コンサート（手話コーラスなど）
③使用済切手・テレホンカードの回収

※お問い合わせは、ＡＳ奈路倶楽部
　　　　　　川村一成（�８６２ー３１２５）
または、中内　功（�８６２ー０３２８）まで

あすなろ
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【
係
長
級
】

▼
企
画
課
広
報
統
計
係
長
＝
西
岡
博

（
会
計
課
係
長
）
▼
じ
ん
け
ん
セ
ン
タ

ー
南
部
福
祉
館
長
＝
岡
田
泰
光
（
学
校

教
育
課
係
長
）
▼
じ
ん
け
ん
セ
ン
タ
ー

人
権
啓
発
係
長
＝
山
本
晃
義
（
建
設
課

主
幹
）
▼
市
民
課
戸
籍
係
長
＝
岩
崎
明

雄
（
水
道
局
係
長
）
▼
保
健
課
国
保
係

長
＝
西
野
英
二
（
企
画
課
係
長
）
▼
生

活
環
境
課
環
境
係
長
＝
森
国
俊
吉
（
生

活
環
境
課
係
長
兼
所
長
）
▼
商
工
水
産

課
企
業
誘
致
係
長
＝
今
久
保
康
夫
（
商

工
水
産
課
主
幹
）
▼
会
計
課
会
計
係
長

＝
豊
永
悦
子
（
会
計
課
主
幹
）
▼
福
祉

事
務
所
社
会
係
長
＝
北
村
健
一
（
保
健

課
係
長
）
▼
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

長
＝
倉
橋
真
理
子
（
総
務
課
主
幹
）

▼
水
道
局
給
水
係
長
＝
前
田
忠
志
（
じ

ん
け
ん
セ
ン
タ
ー
館
長
）
▼
農
業
委
員

会
事
務
局
農
地
係
長
＝
森
木
悦
子
（
市

民
課
係
長
）
▼
学
校
教
育
課
学
校
教
育

指
導
係
長
＝
藤
川
尚
司
（
県
教
委
）

◎
消
防

▼
消
防
本
部
総
務
課
総
務
係
長
＝
竹
内

正
剛
（
消
防
署
係
長
）
▼
消
防
署
第
１

消
防
係
長
兼
隊
長
＝
岡
田
直
人
（
北
部

出
張
所
副
隊
長
）
▼
消
防
署
第
２
消
防

係
長
兼
隊
長
＝
徳
久
哲
夫
（
北
部
出
張

所
係
長
兼
隊
長
）
▼
北
部
出
張
所
第
２

消
防
係
長
兼
隊
長
＝
和
泉
恒
寛
（
消
防

署
係
長
兼
隊
長
）

（
掲
載
は
係
長
相
当
職
以
上
）

【
新
規
採
用
者
】
（
４
月
１
日
付
）

 

池
知
明
男
（
税
務
課
）

 

長
野
聖
子
（
税
務
課
） 

 

山
本
麻
千
子
（
保
健
課
）

 

山
岡
工
司
（
保
健
課
）

 

畠
中
悠
成
（
会
計
課
）

 

森
本
拓
也
（
福
祉
事
務
所
）

 

田
所
千
佳
（
生
涯
学
習
課
）

 

谷
口
恵
子
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

 

中
澤
健
太
（
消
防
本
部
）

 

森
永
哲
治
（
消
防
本
部
）

 
        

【
退
職
者
】
（
３
月
31
日
付
）

 

星
沢
一
子
（
明
見
保
育
所
）

 

竹
村
久
美
子
（
学
校
教
育
課
）

 

大
塚
文
美
子
（
北
陵
中
学
校
）

 

唐
岩
知
生
（
市
民
課
）

 

佃
弘
子
（
住
宅
課
）

 

井
上
妙
子
（
水
道
局
）

 

島
田
真
人
（
監
査
委
員
事
務
局
）

 

竹
�
公
一
（
教
育
委
員
会
事
務
局
）

 

楠
瀬
克
一
（
消
防
本
部
）

 

森
下
進
蔵
（
生
活
環
境
課
）

 

松
村
愛
子
（
生
活
環
境
課
）

 

浜
田
三
代
子
（
後
免
野
田
保
育
所
）

 

前
田
律
子
（
福
祉
事
務
所
）

 

坂
本
千
世
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

 

苅
谷
育
子
（
南
児
童
館
）

 

久
万
保
夫
（
総
務
課
）

 

森
本
澄
子
（
後
免
野
田
保
育
所
）

　
高
橋
雅
兄
（
学
校
教
育
課
）

　
松
村
智
明
（
生
涯
学
習
課
）

 

松
田
由
里
子
（
市
民
課
）

「
大
阪
の
人
っ
て
、
何
で
あ
ん
な
ん

や
ろ
。
東
京
の
人
は
、
ち
ゃ
ん
と
信

号
を
守
る
よ
…
」
（
母
）

「
そ
や
け
ど
お
母
ち
ゃ
ん
、
お
父
ち

ゃ
ん
が
そ
や
か
ら
と
い
う
て
、
大
阪

の
人
が
み
ん
な
そ
う
や
と
思
う
の
は
、

ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
わ
…
」

「
現
に
信
号
を
守
っ
て
い
る
人
も
た

く
さ
ん
い
る
し
…
」

「
東
京
の
人
が
、
そ
ん
な
に
交
通
ル

ー
ル
を
守
る
ん
や
っ
た
ら
、
東
京
で

は
、
交
通
事
故
が
少
な
い
は
ず
や
け

ど
な
…
」
（
娘
）

　
こ
の
会
話
は
、
「
娘
の
行
く
さ
き
」

と
い
う
ビ
デ
オ
の
一
部
を
引
用
し
た

も
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
他
の
グ
ル
ー
プ
の
人

々
を
十
把
一
束
に
し
て
、
「
お
よ
そ
、

あ
の
人
た
ち
は
…
だ
」
と
、
固
定
し

た
見
方
で
、
し
か
も
マ
イ
ナ
ス
の
イ

メ
ー
ジ
を
描
き
な
が
ら
、
他
人
を
み

て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
な
た
が
、
『
女
性
と
い
う
も
の

は
…
』
『
老
人
と
い
う
も
の
は
…
』

と
い
う
よ
う
な
会
話
に
出
会
っ
た
と

き
、
「
そ
の
よ
う
に
キ
メ
ツ
ケ
ル
考

え
方
は
オ
カ
シ
イ
」
と
、
き
っ
ぱ
り

言
え
る
で
し
ょ
う
か
？

　
今
、
あ
な
た
が
親
し
く
付
き
合
っ

て
い
る
異
性
、
障
害
者
、
外
国
人
な

ど
を
思
い
浮
か
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ら
の
人
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
が
あ
り
、
か
け
が
え
の
な
い
存

在
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
で
し
ょ
う
。

　
前
述
の
会
話
で
娘
さ
ん
が
言
っ
た

よ
う
に
、
「
信
号
を
き
ち
ん
と
守
る

大
阪
の
人
も
い
る
」
「
東
京
の
人
だ

っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
だ
」
と
い
う
考
え

方
が
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
し
ょ
う
。

信
号
を
守
ら
な
い
一
部
の
人
を
見
て
、

「
大
阪
の
人
は
、
み
ん
な
信
号
を
守

ら
な
い
」
と
い
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

こ
と
が
、
偏
見
や
差
別
意
識
を
生
み

出
す
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
は
、
や
や
も
す
れ
ば
根
拠

の
な
い
こ
と
を
安
易
に
受
け
入
れ
た

り
、
型
に
は
ま
っ
た
も
の
の
見
方
を

し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
ま
た
、
普
段
の
生
活
の
な
か
で
も
、

案
外
迷
信
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
り
、

性
別
や
出
身
地
な
ど
で
人
を
判
断
し

て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
私
た

ち
の
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
、
今

一
度
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

広広報報ななんんここくく５５月月号号 7
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い
つ
も
広
報
楽
し
く
見
て
い
ま
す
。
特
に
カ
メ
ラ
リ
ポ
ー
ト
が
好
き
で
よ
く
見
て
い
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

３月18日

３月７日

３月28日

市消防職員が、土佐電鉄の協力を得て、路

面電車の構造について学びました。市内では

まだ大きな事故はありませんが、鉄道車両事

故発生時などに、迅速で安全な救助活動がで

きるよう実施されたものです。

後免町駅車庫にある車両を使い、非常時の

扉開放方法やパンタグラフの通電状況などの

説明を受けた後、実際に油圧ジャッキで約16

トンの車体を持ち上げる訓練を行いました。

電車を使い救助方法訓練！電車を使い救助方法訓練！電車を使い救助方法訓練！電車を使い救助方法訓練！

春の一日を楽しむ！春の一日を楽しむ！春の一日を楽しむ！春の一日を楽しむ！
第1010回つらゆき桜まつり回つらゆき桜まつり

「第10回つらゆき桜まつり」が熊野

神社で開催されました。

よい天気に恵まれ、ステージでは、

香長中学校音楽部・吹奏楽部による演

奏やフラダンス、南国市文化協会によ

る芸能披露などが行われました。

また、外国の方々の和服の試着体験

やジャンケン大会などの国際交流イベ

ントも催されました。

桜は二分咲きほどでしたが、たくさ

んの市民がにぎやかにお花見を楽しみ

ました。

「川干（かわひ）」の期間を利用した舟入

川・新川・藻川の一斉清掃が、地域の住民約

250名が参加して行われました。
それぞれの川は、以前よりごみの量は減り

つつありますが、４時間ほどで缶やビニール

などが大量に集められました。

参加した人は、「みんながルールを守って、

ごみのない川になってほしい」と話していま

した。

ポイ捨てやめてポイ捨てやめて
きれいな川にしよう！きれいな川にしよう！
ポイ捨てやめてポイ捨てやめて
きれいな川にしよう！きれいな川にしよう！
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こ
の
春
か
ら
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
（
高
校
生
）。
大
好
き
な
ハ
ル
ウ
ラ
ラ
に
負
け
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
る
ソ
！

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

▲３／21 平成15年度南国市体育　
協会表彰式

（スポーツセンター）

▲３／25 南国市女性ネットワー
クの会　　　（ＮＯＳＡＩ土佐）

▲３／10 交通安全母の会が卒園
児に紙芝居を使い交通安全を呼
びかけました。 （十市保育所）

▲３／23 国府小学校卒業生への　
祝いの茶会　　　（古今集の庭）

▲３／４ 吾岡保育園幼年消防ク
ラブ防火啓発演奏

（サニーアクシス）

▲３／１ 高橋佐代さん（廿枝）
が香典返し（30万円）を社会福祉
のために役立ててほしいと寄付
されました。 （市役所）

▲３／１ ひまわり愛護会と三和
小学校が海岸にハマユウを植え
ました。 （浜改田）

▲３／５　長岡西部保育所幼年消
防クラブ防火啓発演奏
（ナンコクスーパーパステ）

▲３／７ 南国市長杯ラージボー
ル卓球後期大会　

（スポーツセンター）

▲３／８ 女性問題研修会
（市役所）

▲３／５ 十市地区文化祭　　
（十市多世代交流プラザ）

▲３／５ 岡豊保育所幼年消防ク
ラブ防火啓発演奏
（ナンコクスーパーパステ）

▲３／28 吉野会主催の吉野さく
ら・ツツジ鑑賞会
（岡豊町小蓮・長畝古墳公園）

▲３／28 第５回おながどりカッ
プ南国市長杯

（スポーツセンター）

▲４／２ エコネットなんごく主
催「おにぎりもってウォーキン
グツアー」 （西島園芸団地）
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■締め切り／平成16年５月17日�必着
■あて先／�783ー8501 南国市大埇甲2301

南国市企画課親子クイズ係
■賞　品／正解者の中から抽選で、５人に

図書券を贈呈
★第383回親子クイズの答えは、
「ヨシダシゲル」でした。

★応募総数／68通 ★正 解 率／100％

【第383回当選者】
西田千枝子さん（駅前町）
百田里都子さん（十　市）
公文みどりさん（幸　町）
柳瀬　美代さん（久礼田）
佐竹八重子さん（大埇甲）

384

カ ル

ラ

デシ
タ
ヌ
イ
ル

ゲタ
カ
ナ
セ

ノ
ス

ダ
ド

ヨ
サ

ン

シ
イ
ネ
ム

383回解答

こ
れ
ま
で
広
報
は
見
た
こ
と
な
か
っ
た
け
ど
、
社
会
人
に
な
っ
た
の
で
少
し
は
見
よ
う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

QQQQ 高高知知龍龍馬馬空空港港かかららＡＡＢＢＣＣＤＤＥＥ
でで海海外外旅旅行行もも可可能能にに。。

ヨヨココヨヨココ ①植物の軸の部分。

②義理に背くこと。

③地中海東部の海域。○○○海。

④点心とヤム○○。

⑤固いものに穴をあけること。

⑥口紅。

�かまどのこと。

�手間いらずの○○○○料理。
タタテテタタテテ �鍋などによく使われるハタ科の魚。

�うきしずみ。
�照明の強さの単位。

⑨鍵盤楽器。

�鉄道の軌道の幅。または測定器具の総称。

�背負う袋。

�冗談。お笑いネタ。

�

� �

�

��

�
Ｃ

Ａ

Ｅ

Ｄ

Ｂ

�

�

�

��

　
３
月
７
日
�
、
大
篠
公
民

、
大
篠
公
民

館
で
「
第
16
回
南
国
市
俳
句

大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
作
品
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

　６月１日現在で、事業所・企業統計調査など３調査が同時
に実施され、市内でも法人・個人を問わず全ての民営事業所
が対象となります。
　これらの調査は「統計法」に基づいて実施され、統計上の
目的以外に使用することは固く禁じられています。調査結果
は、中小企業対策や環境対策など多方面に活用されます。
　５月下旬より、高知県知事に任命された調査員が調査票を
持ってお伺いしますので、ご協力をよろしくお願いします。

※お問い合わせは、企画課広報統計係（�８８０－６５５３）まで

親子クイズは、広報委員が南国市に関する
ことを毎月順番に考えています。
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こったこ は起こうし 事故は こったこ して事 は起こ事故はして事うしし 事 は こ たここうして事故は起こった事故ううううう 故 起起故故 起故しししし 故事故事 起故 たてて たは た事ししし 故て はははは事 ったっっ起故 っ事 っっ故故故故 たは ここここ たたたは た起起こここ 事 はははて は こここここててこここ こ起起起こここ たたたははは事故は事事事 ははは事事事事 は故故故故故故事事事事事事事事事事 たはははははは起ははしししし 故故故故故故はははし 起起起起起起は起はししし 故故 起起起起起ここここ 事事事事故故故は起起事故は起こっははは事故は起事事事事事事故は起こっっっはこうして事故は起こ起起 っ起こってて 起起てて っっ故故 っっっっっっ事事故は起起うして事故は起ううして事故は起故 起う 故は事う 事事事事事 た事故事事事事故う 起 たう 起事う 事 た起故 起 た事故 起事故事事事 たははは事う 故 たたは こここ事事事事て事こ はう こここ 故は故ははははて た故 たたたたは故 た事事故て 故 たは たこてこ 事故事事事事故 起こここ 起 た起事事事事事し たここてうこ てう 起は起し はてう ここ ここここ 起て はう は起し 事事事事事う 起故 た事 たはは事事事事事故 起う 故し は起故事 た事故う 起故事 起事

～自宅駐車場での事故～～自宅駐車場での事故～

検証検証

事故の概要

　Ａさんは、いつもどおり保育所に３歳になる
長女Ｂちゃんを車で迎えに行って帰宅しました。
自宅玄関前の路上でＢちゃんを降ろし、そのま
ま自宅脇の駐車場に入れようと、一端前進した
後、バックを始めました。ところが、Ｂちゃん
が猫を追いかけて車の後方に回ったことに気づ
かずにバックしたため、Ｂちゃんに衝突して、
Ｂちゃんは重傷を負ってしまいました。

この事故から学ぶこと

　車には死角がありますが、特にバックの時は
多くなります。
　子どもは思いがけない行動をします。車に乗
るときは先に子どもを乗せ、降りるときは自分
が車を降りるまで、子どもは降ろさないように
しましょう。

（資料提供：高知県県民生活課交通安全対策班
�８２３－９３１９）

事故の原因
　Ａさんが後ろの安全を確かめずにバックした
ことが原因です。

　
家
族
は
妻
と
息
子
、
娘
の
４
人
家
族
で
す
。

　
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
セ
ル
フ
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
増

え
て
い
ま
す
が
、
人
と
接
す
る
の
が
好
き
な

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
お
客
さ
ん
と
直
接
接
し

な
が
ら
仕
事
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
趣
味
は
渓
流
釣
り
。
た
ま
の
休
み
に
ア
メ

ゴ
な
ど
を
釣
り
に
行
き
、
大
き
い
も
の
が
釣

れ
る
と
魚
拓
も
と
っ
た
り
す
る
ん
で
す
よ
。

　
夢
は
、
長
期
の
休
み
が
取
れ
た
ら
、
夫
婦

で
中
東
な
ど
問
題
を
抱
え
た
国
を
訪
れ
て
、

平
和
の
大
事
さ
を
感
じ
て
み
た
い
で
す
ね
。

　
消
防
団
の
活
動
も
し
て
い
る
と
い
う
杉
村

さ
ん
。
終
始
に
こ
や
か
に
取
材
に
応
じ
て
く

れ
、
さ
わ
や
か
な
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

杉村　寛さん（片山）
ひろし

野村　悦子さん（物部）
えつこ

　
６
人
家
族
で
孫
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま

す
。

　
仕
事
は
、
兼
業
で
農
業
を
し
て
い
る
夫
を

手
伝
っ
て
い
ま
す
。
夫
が
定
年
退
職
を
迎
え
、

孫
が
も
う
少
し
大
き
く
な
れ
ば
、
家
族
み
ん

な
で
温
泉
旅
行
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

　
日
頃
の
楽
し
み
は
、
菊
を
作
る
こ
と
と
孫

の
相
手
。
昔
は
手
芸
も
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
孫
と
い
る
と
時
間
が
た
つ
の
も
忘
れ
て

遊
ん
で
い
ま
す
ね
。

　
南
国
市
は
、
若
い
人
が
も
っ
と
農
業
に
携

わ
れ
る
環
境
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

　　
「
孫
は
す
っ
か
り
甘
や
か
し
っ
ぱ
な
し
で

す
」
と
野
村
さ
ん
。
お
孫
さ
ん
の
話
に
な
る

と
優
し
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
顔
に
な
り
ま
す
。

みみんんななのの広広場場

広
報
が
届
く
と
す
ぐ
に
親
子
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり
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市
内
一
斉
清
掃

市
内
の
良
好
な
生
活
環
境
を

保
全
す
る
た
め
に
一
斉
清
掃
を
実

施
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き
／
５
月
30
日
�

午
前
９
時
30
分
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
活
環
境
課
環
境
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
７
）ま
で

ア
ー
ト
ス
ペ
イ
ス

「
さ
わ
と
」
展
示
会

５
月
〜
８
月
ま
で
開
催
予
定
の

展
示
会
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。

★
「
四
人
四
色
展
」

５
月
２
日
�
〜
16
日
�

ペ
ン
画
や
詩
に
イ
ラ
ス
ト
を
組

み
合
わ
せ
た
作
品
や
布
・
わ
た
　

を
材
料
と
し
た
造
花
、
創
作
ポ

ス
ト
カ
ー
ド
な
ど
を
展
示

★
「
書
画
・
工
芸
展
」

６
月
６
日
�
〜
27
日
�

古
今
和
歌
集
を
書
表
現
し
た
作

品
や
和
を
生
か
し
て
デ
ザ
イ
ン

し
た
屏
風
、
自
作
の
額
に
は
め

た
水
彩
画
な
ど
の
展
示

★
「
花
で
コ
ン
ポ
ー
ズ
」

７
月
４
日
�
〜
25
日
�

造
花
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
作
品
を
展
示

★
「
水
彩
画
と
さ
き
織
の
味
わ
い
」

８
月
１
日
�
〜
22
日
�

は
が
き
大
の
水
彩
画
や
、
さ
き

織
・
織
物
で
作
っ
た
作
品
を
展
示

■
開
館
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

＊
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

■
備
考
／
木
曜
日
休
館
・
入
場
無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
は

ア
ー
ト
ス
ペ
イ
ス
「
さ
わ
と
」

（
南
国
市
八
京
９
７
７

�
８
６
２
・
１
２
５
０
）ま
で

第
10
回

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
　
　

ウ
ェ
ル
カ
ム
・
サ
ー
ビ
ス
　

ｉ
ｎ
道
の
駅
南
国
風
良
里

■
と
き

５
月
２
日
�
〜
４
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
予
定
）

■
と
こ
ろ

道
の
駅
南
国
『
風
良
里
』

（
左
右
山
）

■
内
容

お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
・
観
光
案
内

よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
　
な
ど

■
主
催
／
明
る
い
社
会
づ
く
り
南

国
市
推
進
協
議
会

※
お
問
い
合
わ
せ
は

明
る
い
社
会
づ
く
り
南
国
市
推
進

協
議
会
事
務
局
　
西
村

（
�
８
６
５
・
１
７
５
５
）ま
で

初
心
者
手
話
教
室

■
と
き
／
６
月
１
日
�
〜
11
月
末
　

ま
で
の
毎
週
火
曜
日

午
後
７
時
半
〜
８
時
半

■
と
こ
ろ
／
中
央
公
民
館

■
受
講
料
／
２
千
500
円

＊
教
材
費
と
し
て
初
回
に
徴
収

■
申
込
締
切
／
５
月
29
日
�

■
備
考
／
小
学
生
以
下
の
方
は
保

護
者
同
伴
。

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

中
央
公
民
館

（
�
８
６
４
・
０
６
２
３
）ま
た
は

笹
岡
修

（
�
０
８
８
７
・
５
４
・
１
４
３
９
）

ま
で

初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

教
室

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
基
本
か
ら
始

め
る
初
心
者
教
室
で
す
。
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
中
級
者
コ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

■
と
き
／
５
月
20
日
�
〜

６
月
24
日
�
毎
週
木
曜
日

午
後
７
時
半
〜
９
時
全
６
回

■
と
こ
ろ
／
市
民
体
育
館

■
対
象
／
南
国
市
民
お
よ
び
市
内
　

勤
務
者

■
受
講
料
／
２
千
円

＊
別
途
ス
ポ
ー
ツ
保
険
（
１
千

500
円
）
に
加
入
の
必
要
有
り

■
申
込
方
法

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
、

勤
務
先
住
所
を
明
記
し
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
５
月
13
日
�

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

藤
松
孝
雄

（
〒
７
８
３
ー
０
０
０
４

南
国
市
大
埇 

甲
415
ー
11

�
０
９
０
・
７
６
２
６
・
０
４
３
７
）

ま
で

空
港
緑
の
広
場
に
吉
田
茂
の
銅
像
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
見
に
行
こ
う
！

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

2004  MAY
５

「バカにするな」

古谷  栄幸（植田）
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おお知知ららせせ

最
近
運
動
不
足
な
の
で
、
何
か
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
始
め
た
い
で
す
ね
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

～マドレーヌづくり～
高知農業高校（食品化学科）の先生が
やさしく丁寧に指導してくれます。■対象／18歳以上の南国市民および市内勤務者（各教室20名）

■受講料／２千円
■申込締切／５月14日�

ＡＬＴと楽しい交流をしながらやさ
しい英会話を体験してみませんか？

■とき／６月12日�～10月23日�
　第２・４土曜日14：00～16：00
　全８回　＊８月は休講。
■ところ／高知東工業高等学校
■講師／田島惇巳さん
■対象／南国市民および市内勤務者（15名）
■受講料／２千円（材料費は参加者負担）
■申込締切／５月21日�

■とき／５月24日�～　第２・第４月曜日
19：00～21：00　全18回
■ところ／中央公民館
■対象／18歳以上の南国市民および市内勤務者（20名）
■受講料／５千円
■申込締切／５月18日�

絵を描く楽しさ、おもしろさを学んで
みませんか？
専門の先生からやさしく教わります。

■とき／５月29日�　９：00～12：00
■ところ／高知農業高等学校
■対象／18歳以上の南国市民（20名）
■受講料／1,500円（材料費を含む）
■申込締切／５月18日�

６月９日�　「どんぐりと山猫」
６月16日�　「狼森と笊、盗森」
６月23日�　「烏の北斗七星」
６月30日�　「山男の四月」

と　き 内　　容

　
　
　
　

■時間／10：30～12：00 ■ところ／中央公民館

■講師／鈴木健司さん
■対象／18歳以上の南国市民および市内勤務者（50名）
■受講料／１千円（教材として「注文の多い料理
　店」（角川文庫）の本をご用意ください）
■申込締切／５月28日�

「注文の多い料理店」をテキストに
分かりやすく宮沢賢治の魅力にふれ
ていきます。

【昼の部】

【夜の部】

長岡西部公民館 ５月18日�～毎週火曜日全８回 15：15～16：45
日章福祉交流センター ５月19日�～毎週水曜日全８回 15：00～16：30
久礼田公民館   ５月19日�～毎週水曜日全８回 15：30～17：00
稲生ふれあい館　５月27日�～毎週木曜日全８回 15：30～17：00

と　きところ

往復はがき、またはｅメールに講座・教室名・住所
・氏名・年齢・電話番号を明記のうえ下記までお申
し込みください。
生涯学習課 〒７８３ー８５０１南国市大埇甲２３０１　　　　
�８８０ー６５６９、または

  syougai@city.nankoku.kochi.jp まで

　新事務所及び検査場が完成し、
４月12日より業務が開始となり
ました（旧事務所・検査場は４
月10日以降閉鎖）。なお、電話
・ＦＡＸ番号等に変更ありませ
ん。

　〒７８１ー０２７０
　高知市長浜３１０６－２
　　　　　 （長浜産業団地内）

※お問い合わせは
　軽自動車検査協会高知事務所
　（�８４２－５７３４、
　　�８４２－５０７５）まで

移転先移転先移転先移転先
※
お
問
い
合
わ
せ
は

選
挙
管
理
委
員
会

（
�
８
８
０
・
６
５
７
１
）ま
で

　
公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

◎
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

　
で
き
る
の
は
次
の
い
ず
れ
か
に

　
該
当
す
る
方
で
、
「
郵
便
等
投

　
票
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

＊
新
た
に
免
疫
の
障
害
３
級
以
上

　
の
方
及
び
介
護
保
険
上
の
要
介

　
護
５
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
し

　
た
。

■
対
象

・
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
方
で

　
両
下
肢
・
体
幹
の
障
害
も
し
く

　
は
移
動
機
能
の
障
害
は
２
級
以

　
上
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
な

　
ど
の
障
害
は
３
級
以
上
、
免
疫

　
の
障
害
は
３
級
以
上
の
方

・
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
つ
方
で
、

　
両
下
肢
・
体
幹
の
障
害
は
第
２

　
項
症
以
上
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼

　
吸
器
な
ど
の
障
害
は
第
３
項
症

　
以
上
の
方

・
介
護
保
険
上
の
要
介
護
者
で
、

　
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要

　
介
護
５
で
あ
る
者
と
記
載
さ
れ

　
て
い
る
方

◎
代
理
記
載
制
度
に
つ
い
て

　
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
方
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
あ

ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
に
届

け
出
た
選
挙
権
を
有
す
る
者
に
、

代
理
で
投
票
に
関
す
る
記
載
を
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
方
で

　
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障
害
が
１

　
級
の
方

・
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
つ
方
で
、

　
上
肢
又
は
視
覚
の
障
害
が
第
２

　
項
症
以
上
の
方
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固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
価
格
に
対
す
る

審
査
の
申
し
出
は

固
定
資
産
税
の
納
税
者
お
よ

び
、
そ
の
代
理
人
で
、
固固
定定
資資
産産

課課
税税
台台
帳帳
にに
登登
録録
ささ
れれ
たた
価価
格格

（（
評評
価価
額額
））
に
つ
い
て
不
服
が
あ

る
場
合
は
、
４４
月月
１１
日日
�
かか
らら
納納

税税
通通
知知
書書
のの
交交
付付
をを
受受
けけ
たた
日日
後後

6600
日日
まま
でで
に
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
に
申
出
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

総
務
課
総
務
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
１
）ま
で

地
域
づ
く
り
団
体
の

活
動
支
援
事
業

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
活
動

を
行
っ
て
い
る
団
体
を
支
援
す
る

た
め
の
南
国

市
地
域
づ
く

り
団
体
等
育

成
事
業
補
助

金
の
応
募
団

体
を
募
集
し

ま
す
。

■
募
集
対
象

市
内
に
事
務
所
を
有
し
、
地
域

づ
く
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
市

民
団
体
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
を
含
む
）

■
支
援
内
容

一
団
体
５
万
円
以
内
の
補
助
金

を
支
給
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

５
月
７
日
�
〜
６
月
７
日
�

■
申
請
方
法

「
南
国
市
地
域
づ
く
り
団
体
等

育
成
事
業
補
助
金
申
請
書（
企

画
課
で
交
付
）」
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
請
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

企
画
課
企
画
調
整
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
３
）ま
で

介
護
保
険
施
設
入
所
者
の

食
費
の
減
額
申
請
お
よ
び

更
新
手
続
き

介
護
保
険
施
設
（
介
護
老
人
福

祉
施
設
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・

介
護
療
養
型
医
療
施
設
）
に
入
所

さ
れ
た
場
合
、
市
町
村
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
は
、
標
準
負
担
額

（
食
費
）
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
を
お
持
ち
の
方
は
、
認
定
証
の

有
効
期
限
が
５
月
31
日
�
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
更
新
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
課
高
齢
者
介
護
保
険
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
６
）ま
で

生
活
排
水
路
整
備
事
業
の

申
し
込
み

「
豊
か
な
環
境
づ
く
り
総
合
支

援
事
業
」
で
、
生
活
排
水
路
整
備

事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

要
望
さ
れ
る
地
区
は
、
実
施
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限
／
５
月
31
日
�

■
地
元
負
担
額
／
工
事
費
の
25
％

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
活
環
境
課
環
境
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
７
）ま
で

おお知知ららせせ

今
年
も
鯉
の
ぼ
り
が
ス
イ
ス
イ
と
、
我
が
家
も
今
年
が
立
て
揚
げ
で
す
。
嬉
し
い
よ
う
な
寂
し
い
よ
う
な
気
持
ち
で
す
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

日 曜 　　　　場　　　　　　所　　・　　　時　　　　　間

11

12

13

14

18

19

20

21

木

金

火

火

金

猪野吉保商店前
10:20～10:40

王子権現神社北側
10:45～11:05

後免野田小学校
12:50～13:35

蒲原県営住宅
10:20～10:50

医学部蒲原宿舎
10:55～11:15

定林寺公民館
11:20～11:40

鳶ヶ池中学校
13:10～13:25

里保育所
10:20～10:40
十市保育所
10:30～11:00

中澤建材店前
10:50～11:10

稲生保育所
14:20～14:40

かりやストア前
14:45～15:05

稲生小学校
12:50～13:30

白山荘
13:40～14:10

香南中学校
13:05～13:25

久礼田小学校
15:20～15:50

後免野田保育所
10:20～10:40

市農協野田支所
10:50～11:10

市農協岩村支所
11:15～11:35

立田消防屯所南側
13:35～14:00

あけぼの保育所
10:20～10:40

大湊保育所
10:50～11:10

市農協前浜支所
11:15～11:35

三和小学校
12:50～13:40

浜改田公民館
14:00～14:40

大湊小学校
14:50～15:20

浜窪市営住宅
15:30～15:50

高知高専宿舎
11:10～11:30

南海学園
11:00～11:20

吾岡保育園
10:30～10:50

香長中学校
13:00～13:20

白銀荘
14:05～14:35

おおしの保育園
14:45～15:15

大篠小学校
15:35～16:25

長岡小学校
13:00～13:40

長岡農協
14:00～14:20

喫茶わらべ駐車場
14:25～14:45

長岡西部保育所
10:20～10:40
明見保育所
10:15～10:35

星神社前
10:40～11:00

ケアハウスたんぽぽ
14:30～15:00

ひまわり幼稚園
15:10～15:30

医学部中島宿舎
15:35～15:55

北陵中学校
16:10～16:30

国府小学校
13:00～13:30

岡豊保育所
11:00～11:20

市農協国府支所
10:20～10:40

白木谷公民館
13:50～14:20

岡豊小学校
15:30～16:00

国府保育所
10:45～11:05

久礼田保育所
10:50～11:10

久礼田西公民館
11:20～11:40

日章小学校
13:10～13:40

植野公民館
14:50～15:10

５／7

木

木

火

水

水

水

金

金

27

28

25

26

第２希望の家
10:20～10:40

土佐厚生会国府寮
16:20～16:50

たちばな幼稚園
14:00～14:20

奈路小学校
14:45～15:20

奈路公民館
15:30～15 :50

札場バス停前
10:20～10:40

丸十園芸組合前
10:45～11:05

阿戸公民館
11:10～11:30

十市小学校
12:00～13:00

緑ヶ丘２丁目
13:50～14:10

県住十市団地
14:15～14:55

あとむ幼稚園
15:00～15:20

市農協久礼田支所は、

久礼田西部落公民館

に変更になりました。

少年にわが子を殺された
親たち　　　　　黒沼克史
そのリフォームちょっと
待って！　　　　前出英子

初春の客　　　平岩弓枝
50歳からのおしゃれ生活
　　　　　　　西村玲子
黄昏の百合の骨　恩田陸

黒い天使になりたい
　　　　　　谷村志穂
人生論手帖　　山口瞳

「平成16年度　中央公民館のサークル」
（広報なんこく４月号17ページ）で誤り
が３点ありました。訂正しお詫びします。

訂正箇所訂正箇所訂正箇所訂正箇所

「折り紙」講師 溝渕佳代子→井上淑子
「読書」代表者連絡先 野島明子
  　　　　　　　  863-2794→863-2749
「なんごく民謡」→「なんごく民踊」
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保
健
課
国
保
係
か
ら
の

お
知
ら
せ

南
国
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

被
保
険
者
の
療
養
環
境
の
向
上
及

び
健
康
保
持
を
図
る
た
め
、
平
成

16
年
度
よ
り
、
は
り
・
き
ゅ
う
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
施
術
費
の
助

成
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

65
歳
以
上
の
南
国
市
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者

■
助
成
内
容

施
術
１
回
に
つ
き
800
円

＊
年
度
初
め（
４
月
）〜
年
度
末
　

（
３
月
）ま
で
の
間
に
12
回
ま
で

＊
施
術
所
は
市
長
の
指
定
し
た

市
内
の
施
術
所

■
申
請
方
法
／
被
保
険
者
証
と
印
　

鑑
を
持
っ
て
、
国
保
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
課
国
保
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
６
）ま
で

合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
さ
れ
る
方
へ

快
適
な
生
活
と
美
し
い
環
境
を

つ
く
る
生
活
排
水
対
策
と
し
て
、

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
補
助

金
申
請
者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
者
／
平平
成成
1177
年年
２２
月月
　　

2200
日日
まま
でで
に
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
工
事
が
確
実
に
完
了
で

き
る
方

■
補
助
対
象
地
域
／
下
水
道
認
可

区
域
、
農
業
集
落
排
水
事
業
区

域
以
外
の
市
内
全
域

■
受
付
期
間
／
平
成
16
年
４
月
１

日
�
か
ら

毎
月
末
日
締
め

■
備
考
／
補
助
金
交
付
決
定
前
に

施
工
さ
れ
た
も
の
、
お
よ
び
営

業
用
建
物
は
対
象
外
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
活
環
境
課
処
理
場
整
備
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
７
）ま
で

計
量
器
の
定
期
検
査

県
計
量
検
定
所
に
よ
る
定
期
検

査
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

最
寄
り
の
場
所
で
、
必
ず
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

商
工
水
産
課
商
工
観
光
係

（
�
８
８
０
・
６
５
６
０
）ま
で

平
成
16
年
度

銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
審
査

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第

14
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
美
術
品

骨
董
品
と
し
て
価
値
あ
る
火
な
わ

式
銃
砲
な
ど
の
古
式
銃
砲
や
、
刀

剣
類
を
登
録
す
る
た
め
に
実
施
し

ま
す
。

■
と
き
／
毎
月
第
２
火
曜
日

■
時
間
／
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
と
こ
ろ

県
庁
西
庁
舎
３
階
会
議
室

＊
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合

は
、
県
教
育
委
員
会
文
化
財

課
（
県
西
庁
舎
２
階
）に
表

示
し
ま
す
。

■
審
査
／
県
教
育
委
員
会
が
任
命

し
た
登
録
審
査
委
員
が
、
銃
砲

刀
剣
類
登
録
規
則
第
４
条
に
規

定
す
る
基
準
に
基
づ
い
て
審
査

を
行
い
ま
す
。

■
審
査
の
際
に
必
要
な
物

�
審
査
を
受
け
る
銃
砲
刀
剣
類

�
警
察
署
で
交
付
を
受
け
た
発
見

届
済
証

�
１
件
に
つ
き
６
千
300
円
の
登
録

申
請
手
数
料
（
登
録
で
き
な
く

て
も
必
要
で
す
）

■
登
録
証
の
再
交
付
／
登
録
証
の

再
交
付
に
は
、
確
認
審
査
が
必

要
で
す
。
事
前
に
県
文
化
財
課

室
へ
申
請
の
連
絡
を
し
、
次
の
　

物
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

�
再
交
付
を
受
け
る
登
録
銃
砲
刀

剣
類

�
１
件
に
つ
き
３
千
500
円
の
登
録

証
再
交
付
申
請
手
数
料

■
美
術
刀
剣
類
製
作
承
認

１
件
に
つ
き
800
円
の
製
作
承
認

申
請
手
数
料
が
必
要
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

県
教
育
委
員
会
文
化
財
課

（
�
８
２
１
・
４
７
６
１
）ま
で

　   ５月の納税は

  口座振替をご利用の方は、引き落と
  し不能にならないよう納期限前に口
  座の残金をお確かめください。

■とき／５月20日�
　　　    10：00～15：00
■ところ／社会福祉センター

■とき／毎月第１・第３土曜日
　　　    10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター
※あらかじめ電話で、社会福祉協
　議会（�８６３ー４４４４）に
　予約してください。

■とき／５月11日�・６月１日�
　　　　９：00～９：30
■ところ／市役所北側駐車場
※お問い合わせは
　　 生活環境課環境係
 　　 （�８８０ー６５５７）まで

犬・猫の引き取り

固定資産税（１期分）

人権・行政相談

無料法律相談

な
が
お
か
温
泉
（
下
末
松
）

人身事故件数 死者 負傷者
   16年３月
16年1～３月

35件 ２人 43人
88件 ３人 104人

　　《火災》
発生件数　 ４件
建物　　　   ４件
山林　　　   ０件
その他　  　 ０件
被害額　1,053万円

《救急》
出動回数　 178回
急病　  　      87回
交通事故　    24回
一般事故　　37回
その他　　　30回

（３月分）（３月分）

とき ところ 時間

５月24日� 市農協浜改田出張所
市農協日章支所
十市農協
市農協稲生支所
長岡農協
岡豊町公民館
市農協久礼田出荷場
市農協奈路出張所
市農協上倉支所

市役所（北駐車場）

５月25日�

５月26日�

５月27日�

５月28日�

10：30～11：30
13：00～14：30

13：30～14：30
10：30～11：30

13：30～14：30
10：00～11：30

10：30～11：30

14：30～15：00
13：00～13：30

10：00～12：00
13：00～14：30



防
犯
灯
新
設
に
補
助

夜
間
の
交
通
安
全
や
犯
罪
防
止

の
た
め
、
各
部
落
単
位
で
防
犯
灯

の
新
設
を
行
う
場
合
、
設
置
費
に

対
し
て
補
助
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
設
置
後
の
維
持
管
理
は

各
部
落
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

４
月
30
日
�
〜
５
月
31
日
�

■
提
出
書
類
／
申
請
書
・
実
施
計

画
書
・
見
積
書
な
ど

■
補
助
額
／
事
業
費
の
１／２（
た
だ

し
１
万
円
を
上
限
と
す
る
）

■
交
付
数
／
15
カ
所

■
交
付
決
定
／
選
考
の
う
え
決
定

※
申
請
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

総
務
課
総
務
管
理
係

（
�
８
８
０
・
６
５
５
１
）ま
で

労
働
保
険

年
度
更
新
の

お
知
ら
せ

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
）
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

事
業
主
の
自
主
申
告
・
自
主
納
付

制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
主

は
、
毎
年
４
月
１
日
か
ら
５
月
20

日
ま
で
の
間
に
、
年
度
更
新
の
手

続
き
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

年
度
更
新
の
申
告
書
の
受
付
を

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
手

続
き
を
済
ま
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
年
度
更
新
に
つ

い
て
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

の
で
、
申
告
書
の
記
入
方
法
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
新
京
橋
プ
ラ
ザ
に
お
越
し
の
方

は
、
近
隣
の
駐
車
場
（
有
料
）、

ま
た
は
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

高
知
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴

収
室

（
�
８
８
５
・
６
０
２
６
）ま
で

広広報報ななんんここくく５５月月号号16

おお知知ららせせ

初
め
て
広
報
を
見
ま
し
た
が
、
南
国
市
で
も
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。

市市
民民
かか
らら
のの
おお
便便
りり

※お問い合わせは
　市民課年金係（�８８０－６５５５）
　南国社会保険事務所（�８６４－１１１１）

�学生納付特例の申請は毎年必要です。４月か
　ら承認を受ける場合、５月末までに市民課年
　金係へ申請してください。申請の際には年金
　手帳、学生証または在学証明書（コピー可）
　をお持ちください。代理の方は認め印が必要
　です。
＊申請が遅れると、申請した月の前々月までは
　未納期間となってしまい、それまでに不慮の
　事態で障害が残っても障害基礎年金を受ける
　ことができなくなる場合がありますので、お
　早めに申請をお願いします。

　20歳になると学生でも国民年金に加入し、保
険料を支払う義務があります。しかし、一般的
に学生の方は所得がなく、本人が保険料を納め
ることが困難なため、20歳以降の在学期間中の
保険料を社会人になってから納めることができ
る「学生納付特例制度」が設けられています。
 学生納付特例が承認されると、在学中の保険
料の納付は猶予され10年以内であれば、さかの
ぼって納めること（追納）ができます。また、
学生納付特例期間中の障害や死亡といった不慮
の事態には、満額の障害基礎年金・遺族基礎年
金が支給されます。

◎対象となる学生
 大学（大学院・短大）、高等学校、高等専門
　学校、専修学校及び各種学校その他教育施設
　の一部に在学する20歳以上の学生（夜間・定
　時制課程や通信制課程も含む）で、学生本人
　の前年所得が68万円（給与収入で約133万円）
　以下のときです。

�学生納付特例が承認された期間は、老齢基礎
　年金を受けるために必要な資格期間には含ま
　れますが、将来受け取る年金額には反映され
　ません。満額の老齢基礎年金を受けるために
　も追納しましょう。

　保険料を毎月、納付書で金融機関へ納めにい
くのは大変です。また、うっかり納め忘れがあ
ると、老齢基礎年金や障害基礎年金・遺族基礎
年金などが受けられなくなる場合があります。
 そんな手間や心配を口座振替が解消します。
申込方法は、通帳と取引印鑑・基礎年金番号の
分かるもの（年金手帳・納付書）を金融機関や
郵便局に持参のうえ、手続きをしてください。
＊６カ月・１年前納も口座振替が利用できます。
　引き落としの開始月は、後日ハガキで通知が
　ありますのでご確認ください。

とき ところ 時間

５月12日� 市農協会館
南国市大埇乙894ー1５月13日�

高知労働局
高知市南金田48ー2５月18日�

新京橋プラザ
高知市帯屋町1ー11ー40

５月19日�

サンピア高知
高知市高須砂地155

５月20日�

９：30～
　　　16：00

９：30～
　　　16：00

９：30～
　　　16：00

９：30～
　　　16：00
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片山、里改田

と　　き 地　　　　区 と　　き 地　　　　区

 日  曜

奈路、瓶岩、白木谷

十市（北部）、緑ケ丘、岩村
稲生
久枝（開田を除く）、下島、前浜
下咥内、物部、開田
国分、比江、左右山、北小籠

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉

後免町、野田

中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

立田、田村
東山町、幸町、元町、小籠1～2丁目、８区、祈年、小籠団地
東崎(東部･西部)、日吉町、駅前町、東崎西部改良住宅

領石、植野、久礼田、植田
片山、里改田、浜改田

陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、西島、古市

５／1

7
6
5
4
3

8

13

11
12

14

18

15
17

20

19

22

25

21

28
27
26

24

木

水

土

金

木

水
火
月

土
金

火

火

土

木

火
水

火

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、

浜改田

浜改田

祈年、東崎（東部･西部）、駅前町

奈路、瓶岩、領石、植野
久礼田、植田
常通寺島、中島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）
笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原
国分、比江、左右山、岩村
十市（北部）、緑ケ丘
８区(たちばな団地・小籠団地を含む)
北小籠、東山町、幸町、元町 、小籠1～2丁目、
西島、古市
陣山、三畠、上末松、下末松、西山、上廿枝、

白木谷、蒲原団地、蒲原住宅
後免町、東崎西部改良住宅、日吉町、西野田町１丁目
野田（西野田町１丁目を除く）

伊達野、大埇団地 

稲吉、西窪、新川
能間、野田口、朝日町、城陸、榎田町
稲生
下咥内、物部、開田
篠原、明見

久枝（開田を除く）、下島、前浜

久枝（開田を除く）、下島、前浜

５／1

6

5
4
3

7

12
11
10
8

13
14
15
17

19

18

22
21

20

28

26
25
24

月

月
土

土
金
木

火

土

土

金

火

水
火

土

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

笠ノ川、八幡、小蓮、定林寺、滝本、蒲原(団地･住宅を含む)

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉

領石、植野、久礼田、植田片山、里改田

十市（南部）

６／1

5
4
3
2

月

土

土

田村

田村

水
火

月

十市（南部）

領石、植野、久礼田、植田

金

木

６／1

4

3

木

金

水

金

木

水

片山、里改田、浜改田
中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

中島、常通寺島、吉田、江村、小篭、三軒屋（長岡小籠）

金

木
水

金

金

月

立田

立田

27

田井、八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

月

水

日 曜  地　　　　区地　　　区

＊お住まいの地区・小部落のごみステーションに出してください。

５月３日・17日
（第１・３月曜日）

５月４日・18日
（第１・３火曜日）

５月５日・19日
（第１・３水曜日）

５月10日・24日
（第２・４月曜日）

５月11日・25日
（第２・４火曜日）

５月12日・26日
（第２・４水曜日）

６月１日・15日
（第１・３火曜日）

５月６日・20日
（第１・３木曜日）

５月７日・21日
（第１・３金曜日）

５月１日・15日
（第１・３土曜日）

５月13日・27日
（第２・４木曜日）

５月14日・28日
（第２・４金曜日）

５月８日・22日
（第２・４土曜日）

植田、植野、瓶岩、久礼田、才谷、宍崎、
白木谷、外山、奈路、八京、領石、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、幸町、元町、
小籠１～２丁目、８区、小籠団地

稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、
八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅

（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、下島、田村
物部（下咥内を除く）、野田、後免町
吉本小児科前

６月３日・17日
（第１・３木曜日）

10

2

�

植田、植野、瓶岩、久礼田、才谷、宍崎、
白木谷、外山、奈路、八京、領石、
三軒屋（長岡小籠）、東山町、幸町、元町、
小籠１～２丁目、８区、小籠団地
稲生、片山、里改田、十市（南部）、田井、
八木、山崎、竹中、関、西野々、住吉野、
大埇団地、篠原、明見、伊達野

上末松、上廿枝、国分、北小籠、三畠、
下末松、陣山、左右山、西島、西山、比江、
古市、立田、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ北）、岩村、下咥内

笠ノ川、蒲原、小蓮、常通寺島、定林寺、滝本、
中島、八幡、岡豊町小篭、吉田、江村、祈年、
東崎、駅前町、日吉町、東崎西部改良住宅

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、朝日町（吉本小児科前を除く）
榎田町

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、朝日町（吉本小児科前を除く）
榎田町

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、朝日町（吉本小児科前を除く）
榎田町

十市（北部）、緑ヶ丘、稲吉、新川、西窪、
野田口、能間、城陸、朝日町（吉本小児科前を除く）
榎田町

下島、田村（ﾊﾞｲﾊﾟｽ南）、浜改田、久枝、前浜、
物部（下咥内を除く）、野田、後免町、
吉本小児科前

木
水

月

火

5

木

野田口、能間、城陸、榎田町、朝日町、西窪、新川、稲吉

ペットボトル
プラスチック 容器包装類

指定袋指定袋 指定袋指定袋

おお知知ららせせ
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広報なんこくは、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。

「みんなの愛情にいっぱいつつまれ
　　　　　　元気に育ってま～す�」

吉岡　星音  くん（岡豊町蒲原）

「やさしいお兄ちゃんが
　大～好きなほしなりくんです」
　元気でやさしい子になってね！

平成15年７月４日生まれ

 よしおか　 ほしなり

岩下　裕海  くん　（緑ヶ丘）

平成15年５月22日生まれ

 いわした　　ゆうみ

　おかげさまで、このコーナ
ーへの応募が大変多くなりま
した。11月号まで掲載予定の
赤ちゃんが決まっています。
　応募から掲載まで大変お待
たせしているため、９月号の
再募集から、満２歳の誕生日満２歳の誕生日
までの赤ちゃんまでの赤ちゃん（応募時）に
限らせていただきますのでよ
ろしくお願いします。

市市 のの 統統　　計計交交流流人人口口

高知自動車道
南国I.C.

入 112,671台
出 113,396台　

高知龍馬空港
出発 77,220人
到着 76,434人

《３月分》
有権者 40,295人（男 18,897人・女 21,398人）

《平成16年３月２日現在》

　
季
節
の
変
わ
り
目
の
こ
の

時
季
に
、
気
温
の
変
化
が
大

き
く
て
よ
く
風
邪
を
ひ
き
ま

す
。
薄
着
で
い
か
ず
、
厚
着

も
い
か
ず
、
体
温
調
節
が
難

し
い
と
実
感
（
年
か
…
）。

　
入
学
や
就
職
・
異
動
な
ど

生
活
の
中
で
も
変
化
の
あ
る

こ
の
時
季
、
健
康
に
十
分
に

注
意
し
て
と
も
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
！
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

あ
と

が

き

タ
イ
か
ら
２
年
半
前
に
来

高
し
、
高
知
大
で
農
業
森
林

学
を
専
攻
し
て
い
ま
す
。
バ

ン
コ
ク
の
大
学
に
進
学
以
来

故
郷
を
離
れ
て
い
ま
す
が
、

私
の
研
究
し
て
い
る
地
域
が

タ
イ
北
部
の
故
郷
ナ
ー
ン

で
、
今
も
故
郷
と
繋
が
っ
て

い
る
こ
と
が
嬉
し
い
で
す
。

ナ
ー
ン
は
険
し
い
山
岳
地
帯

な
の
で
昔
か
ら
焼
畑
農
業
が

行
わ
れ
、
木
が
無
い
た
め
に

雨
に
よ
る
土
の
流
失
が
悩
み

で
す
。
そ
こ
で
実
が
食
糧
に

な
る
木
や
水
が
少
な
く
て
済

む
稲
作
な
ど
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
今
は
主
に
土
壌
の
研

究
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

は
総
合
的
な
考
察
が
必
要
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

タ
イ
で
は
４
月
13
〜
15
日

が
一
年
中
で
最
も
暑
い
と
い

わ
れ
40
℃
に
も
な
り
ま
す
。

タ
イ
の
お
正
月
に
あ
た
り
、

家
族
が
集
う
最
大
の
お
祭
り

ソ
ン
グ
ラ
ン(

水
掛
け
祭)

が

あ
り
ま
す
。
朝
、
寺
院
を
訪

れ
仏
像
に
水
を
掛
け
た
り
、

砂
で
パ
ゴ
ダ(

仏
塔)

を
作
っ
た

り
し
ま
す
。
お
布
施
を
し
て

家
に
帰
る
と
、
家
族
や
親
戚

の
年
長
者
に
い
い
香
り
の
す

る
水
を
掛
け
な
が
ら
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
渡
し
ま
す
。
日
本
の
お
年

玉
の
よ
う
に
子
供
に
あ
げ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
”
バ
ト
ル(

戦
い)

“
が
始
ま

り
ま
す
。
誰
彼
と
無
く
水
を

掛
け
合
う
の
で
す
。
氷
を
入

れ
た
り
水
に
混
ぜ
物
を
す
る

人
も
い
て
、
面
白
く
て
笑
っ

て
ば
か
り
で
し
た
。

こ
ち
ら
に
来
て
タ
イ
料
理

の
材
料
が
ス
ー
パ
ー
で
売
ら

れ
て
い
る
の
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
今
年
の

夏
も
ま
ほ
ろ
ば
祭

り
で
ト
ム
ヤ
ン
ク

ン
の
ス
ー
プ
を
作

り
ま
す
。
食
べ
に

来
て
く
だ
さ
い
ね
。

面 積 １２５.３５�

人 口 50,498人（－123）外国人登録者数 272人（＋ 5）
男 24,183人（－105） 男 142人（＋ 2）
女 26,315人（－ 18） 女 130人（＋ 3）

世帯数 20,510世帯 （－ 113） 登 録 国 籍 数 37カ国
（ ）内は前月比 《平成16年３月31日現在》

出生数　 36人〔男 17人・女 19人〕《３月分》

広
報
な
ん
こ
く

広
報
な
ん
こ
く
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編
集
と
発
行
・
南
国
市
広
報
委
員
会

事
務
局
・
企
画
課
広
報
統
計
係

発
行
日
・
平
成
16年

５
月
１
日

印
刷
・
川
北
印
刷
株
式
会
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.nankoku.kochi.jp

５
月
号

５
月
号

マリワン・タナサンバット さん
（タイ王国）

高知大学農学部留学生

））） 楽しいソングラン！ ）））

タイ王国タイ王国タイ王国タイ王国
ナーンナーンナーン


